



























  本論文は、第１章「Introduction」、第２章「Boron-Encapsulating Liposomes and Their Promising 
BNCT Effects in Mice」、第３章「Synthesis of Protoporphyrin-Lipids (PL): Methods and Mechanism of 












いることで、これまでに BSH内封リポソームでは調整可能な限界ホウ素濃度が約 3,000 ppm
程度だったのに対し、スペルミジン塩酸塩ホウ素インクラスター内封リポソームでは最大ホウ
素濃度が約 10,000 ppmという極めて高いホウ素濃度調整に成功した。マウスを用いた動物実
験では、これまでの約 3 倍量にあたる 100 mg/kg 投与群においても急性毒性はなく、BNCT
効果向上を目的とする目標の腫瘍内ホウ素濃度 30 ppm以上を遥かに凌ぐ、200 ppm以上のホ
ウ素集積が確認された。また、これまでの半分の投与量である 15 mg/kg投与群においても、
血中内安定性に優れ、血中内ホウ素濃度が高いため、36 時間後に最大で腫瘍内ホウ素濃度が
約 35 ppm集積し、且つ腫瘍/血中ならびに腫瘍/正常組織のホウ素濃度比が約 2であった。こ
のホウ素生体内分布から、同条件において投与 36 時間後に中性子照射実験を行ったところ、
100 mg/kg投与群は照射 15日後に腫瘍が完全に消失し、完治することに成功した。また、こ
れまでの半分の投与量である 15 mg/kg投与群においても効果的に腫瘍萎縮がみられ、照射 20
日後には腫瘍が消失した。また、薬剤投与せずに中性子照射のみを行ったマウス群がすべて死
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